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マスタータイトルの書式設定マスタータイトルの書式設定

AOItraceの概要
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▌スマートフォンを持って作業をすると、作業場所と時間を自動記録

⚫ 畑や作業場は、その場所を前もって登録しておくこと

▌作業した内容は、音声対話かメニューで入力

▌データは、そのまま表計算ソフトに記録

⚫ グーグルスプレッドシート（GSS、グーグル版のExcelのようなもの）

▌データの分析は、GSSを使って行う

AOItraceは、農作業を自動記録するアプリ
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特徴１：入力の手間を省く

チャット形式 メニュー形式

入退場の自動記録

詳細入力

圃場を出たら
作業終了と判断

圃場に入ったら
作業開始と判断

作業の詳細入力

・圃場名
・作業開始時刻

・作業終了時刻
・作業時間

▌作業した圃場と作業時間を自動記録、作業後に詳細の作業内容を簡単に入力

▌作業記録データは自分がオーナーのグーグルの環境内に蓄積
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特徴２：自分のデータは自分のもの、データを自由に活用できる

▌自分の作業記録データは、すべて、自分がオーナーのグーグルの環境内に置かれる

▌用途に応じて使い分け

データ分析を
したければ
グーグルスプレッドシート(GSS)で

日常操作は、
一番便利な
AOItraceアプリで

家族や仲間と
作業実績やスケジュール調整・確認
がしたければ
グーグルカレンダーで

AOItrace Google
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マスタータイトルの書式設定マスタータイトルの書式設定

学校でのAOItrace活用
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AOItrace活用事例：学校教育での取組「静岡県立磐田農業高等学校」

⚫ 明治29年に設立された、120年を超える伝統を持つ農業高校

⚫ 設置５学科：生産科学科、生産流通科、環境科学科、食品科学科、生活科学科

⚫ 生産科学科・生産流通科は、野菜や草花・果樹などの栽培技術や生産システム、流通の
仕組みや情報の活用法を学ぶ

⚫ 生産科学科の野菜(温室メロン)と生産流通科の果樹(みかん)の作業記録にAOItraceを活用

引用：静岡県立磐田農業高等学校ホームページ
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農作業の記録をデータとして蓄積することで

⚫分析できる力を身につける

⚫生産の改善方法を自ら探ることができるようにする

⚫県版GAP認証の取得する

⚫データを活かした経営を実践する力を身につける

静岡県立磐田農業高等学校のAOItrace活用目的

西尾眞一教諭
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校内のみかん圃場と実習風景

引用：YouTube 静岡県立磐田農業高等学校（全日）学校紹介（静岡県教育委員会）、磐田農業高等学校ホームページ委員会)
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▌先生が、みかんの３圃場を登録

▌生徒は、スマフォンを持って各圃場で作業(実習)

▌ AOItraceは、圃場の入退場時刻を自動で記録

AOItrace活用：圃場の登録、スマートフォンを持って実習

圃場登録

スマホを持って作業
自動記録

自動記録の内容

・圃場
・入場時刻
・退場時刻
・作業時間
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AOItrace活用：簡単にデータを収集

+

従来：ノートに手記入

作業記録(日別)
作業記録(日別)

作業記録(日別)

2024年3月3日 13:00～14:00
作業：農薬散布
散布量：100リットル
農薬１：〇〇〇
農薬２：〇〇〇
農薬３：〇〇〇
農薬４：〇〇〇
農薬５：〇〇〇
機械：乗用防除機
メモ：〇〇〇〇〇〇〇〇〇

スマホを持って作業
自動記録

▌手書きノートをアプリに

⚫生徒がアプリで作業を記録

⚫手作業との違いを実感

アプリで
記録

▌作業の詳細を記録

（Who）誰が

（Where）どこの圃場で

（When）いつ

（How long）どのくらいの時間で

（What）どんな作業を

（Which）何をどのくらい使って

AOItrace
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AOItrace活用：必要なデータを収集

▌先生が授業内容に合わせて項目を自由に設定

⚫先生が作業名と記録するデータ項目を決定

・
・
・

先生の設定が
画面に反映

・
・
・

Googleスプレッドシート

佐藤一教諭
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AOItrace活用：データの活用

▌作業履歴データの加工方法を学習

⚫AOItraceで取得したデータをパソコン上に呼び出し、Excelで加工をする一連の作業を実習

⚫農薬散布のデータから農薬散布一覧表を作成

▌GAP認証の取得(今後の予定)

▌データに基づき経営改善をする力
を身につける
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現場見学：データ活用について現場見学を通して一体的に学習

農業の現場では必ずしも教科書通りにいかない。

生産技術や経営管理技術やデータ活用技術など、

生産者の方々とコミュニケーションをとり、

実践の現場から学ぶことが大切。
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▌目的

⚫AOItraceを実際に利用している農家において、AOItraceの利用・分析方法について学ぶ。
また、お茶栽培の現状を理解する。

▌対象生徒

⚫生産流通科 ２年生 37人

▌学習内容

スマート農業 先進農家「エコグリーン勝間田」を見学

お茶の基礎知識の習得
お茶の美味しい入れ方の体験

エコグリーン勝間田様の概要
お茶になるまでの過程 AOItraceの活用状況

西下組合長による説明 西谷理事による説明



© Agri Open Innovation Institute 202416

▌AOItraceの利用について

⚫Googleカレンダーを作業日誌として用いることができる(紙媒体の作業日誌は不要)

⚫その日の最後に作業内容を振り返り入力可能

▌メリット

⚫時間の短縮、ケアレスミスの軽減、パートの負担軽減

⚫収集したデータの活用

▌データの活用方法

⚫前年の振り返りが容易 →「地図から作業履歴を確認」

⚫作業計画の立案

⚫データを他システムに連携して利用 →「トレサクラウドへのデータ連携」

• トレサクラウドとの連携により、防除施肥記録の紙媒体への記録の簡略化

先進農家見学：エコグリーン勝間田様から学生へ説明

圃場の作業履歴

地図から作業履歴表示
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データ活用：カワサキ機工「トレサクラウド」とのデータ連携

ＡＯＩｔｒａｃｅ連携サービス

作業日誌

ＡＯＩｔｒａｃｅ トレサクラウド

クラウド間の連携によって入力忘れ・入力ミス を防ぐ ！

作業日誌
(防除,施肥)

防除履歴報告書

茶生産・製造に関するトレーサ
ビリティ情報の管理

⚫ AOItraceから連携したデータにより
提出必須の報告書を作成できる

防除作業の日誌
詳細表示
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マスタータイトルの書式設定マスタータイトルの書式設定

AOItraceで記録したデータ活用
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▌昨年の農薬散布を確認して今年の散布計画を立てたい

⚫農薬散布データから、ある圃場の「農薬ごとの散布回数、量、開始日、終了日」を表示

⚫農薬散布データから、ある期間の「畑ごとの、農薬ごとの、散布量」を表示

データ活用：農薬散布のサマリ作成

農薬名

回数 散布量 開始日 終了日

圃場名

圃場名

農薬名

散布期間：開始日～終了日
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▌施肥量、農薬、売上は、10a換算（畑の大きさに影響されないため）

▌点線は平均線：線より上に位置するマルの畑は「平均より売り上げが大きい畑」

▌バブルの値で色分け。青は上位（短い作業時間）、黄色は中位、赤は下位です

データ活用：畑の分析（X軸: 施肥量、Y軸:売上、バブル:滞在時間）

どの畑が良い畑かな？
良い畑は、作業時間が
短くてで、肥料等の
コストがかからず、
売上が大きい畑だよね

肥料散布量/10a

売上/10a

滞在時間
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▌資材の観点では、どの畑が良く管理されているか？

▌人件費の観点では、どの畑の生産性がいいか？

▌品質の観点では、どの畑がよいか？

▌収穫量の観点では、どの畑の生産性がいいか？

▌売上の観点からは、どの畑が理想か？

データ活用：畑の比較・分析

施肥量

売上

収穫物の品質

売上

施肥量

重量

施肥量

売上

農薬量

施肥量＋農薬量

売上

滞在時間
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▌AOItraceの概要説明

▌学校教育での取組「磐田農業高等学校」

▌先進農家「エコグリーン勝間田」見学

▌農業現場でのAOITraceのデータ活用

まとめ
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